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１．「国際ハブ港湾のあり方」政策レビューの趣旨



＜「国際海運ﾈｯﾄﾜｰｸにおける拠点形成」（３つの最重点施策の１つ）＞

・東京湾・伊勢湾・大阪湾及び北部九州の中枢国際港湾における大水深

　　ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙの整備を推進し、相対的に地位が低下しつつある我が国

　　港湾の国際競争力の強化を図る。

３つの重点化

①分野（施策）面
の重点化

②施設の
拠点的配置に

　　 よる重点化

③事業箇所の重点化と投資

効果の早期発現の促進

1
出典：「第９次港湾整備五箇年計画」閣議決定資料（1996(平成8)年12月）より作成

【分野、施設、予算の重点化】
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図表1-1　第９次港湾整備五箇年（七箇年）計画の概要


